
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年２月、米軍普天間飛行場の移設に伴う名護市辺野古の新基地建設を

巡る県民投票が行われました。結果は、辺野古埋め立てに「反対」が７割を超え

ました。それにも関わらず、埋め立て作業は進められてきました。（Point３３号

参照） 

 さらには５月７日、辺野古の米軍キャンプ・シュワブ沿岸に建設中の滑走路に

ついて、将来的に軍民共用とすることを提案していたことが判明しました。キャ

ンプ・シュワブの恒常的共同使用に関しては日本政府が「時期尚早」と難色を示

しています。 

 戦争の道具となる基地は必要ありません。そもそも、県民投票で示されたのは

７割超の「反対」の意思です。その意思を政府は真摯に受け止めるべきです。 
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